



The Landscape and Sightseeing of Bittchu-Kokubunji Based
on the Viewpoints of Tourists and Local Residents
＊ ＊＊Tomoya MIZUTA Fumikazu ICHIMINAMI
In this paper, we examined the landscape and sightseeing at Bittchu-Kokubunji in Okayama
prefecture carrying out the questionnaire survey to tourists and local residents. Both tourists
and local residents estimate that the landscape ofBittchu-Kokubunji is wonderful, and it has several
images such as historical, quiet, and old-fashioned, etc. AlthoughBittchu-Kokubunji is one of the
famous tourist resorts in Okayama prefecture, there are quite few tourists compared with the degree
of notability. Almost all tourists' age was 50 or more.
As more active sightseeing activities, the number of times of holding events, such as an
announcement of traditional performing arts, lighting of a five-storied pagoda, photograph or a
sketching convention, needs to be increased. An attractive tourist resort should be created by the
cooperation of local residents and administration.

















たとえば、竹田ほか（ ）は、 ～ 代の人々2011 20 30













新しい旅行の価値観の特徴は 「テーマ性 「地域性・、 」
地域への寄与 「参加・体験 「地元での交流」などであ」 」
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23
り、日本の観光立国推進基本計画では、新たな旅の類型
として「長期滞在型観光 「グリーンツーリズム 「エコ」 」








































うち、観光客数が 番目に多い。 年以降における12 1997
備中国分寺の観光客数の推移は の通りであり、かつ表１
































































100 21は 万人以下であったが その後は次第に増加して、
世紀には 万人を超えるようになった。これらに対200
1993 200して 鷲 羽山とその周辺の観光客数は 年には、
わしゆ う ざん
万人以上であったが、その後は減少して低迷している。
温泉地である美 作 ・湯 郷 温泉には 万人前後の観90


























































































いずれも、筆者らの撮影（ 年 月）による．2010 1
く、江戸時代後期の様式を濃く残している。また、国分
寺の五重塔として残っているのは全国でも備中のみであ
















いずれも、筆者らの撮影（ 年４月 日）による．2010 10















































数は必ずしも、観光客では 、地域住民では になる44 51
とは限らない。
（ ）アンケートの実施日2
観光客へのアンケート実施日は、 年 月 日、2009 10 29
月５日・８日・９日・ 日であり、地域住民へのア11 13










トの回答者は 人で、性別では「男性」が 人51 23
（ ％ 「女性」が 人（ ％）になった。46 27 54）、





られる。地域住民では 「 代 「 代 「 代以、 」、 」、10 30 80
上」はかなり少ないが、他の年代は ％前後の数値に20
なった（ 。 代～ 代の合計は ％になり、時図６） 40 70 80
間に比較的余裕のある年齢層から多くの協力を得ること
ができた。
回答者の職業は、観光客では 「主婦」が 人、 23
（ ％）で最多であり、続いて多い順に 「定年退職」51 、
が６人（ ％ 「学生」と「会社員」が４人（９％）14 ）、
ずつ 「自営業 「パート・アルバイト 、および「その、 」、 」
他」が２人（５％）ずつ 「農業」が１人（ ％ 「公、 ）、2
務員」が０人という結果になった（ 。平日であっ図７）
たため、主婦と定年退職の合計が ％を占めることに65
11なった 地域住民への調査では 多い順に 農業 が。 、 、「 」
人（ ％ 「会社員」が９人（ ％ 「主婦」が７人21 17）、 ）、
（ ％ 「自営業 「公務員 、および「パート・アル14 ）、 」、 」
バイト」がそれぞれ、５人（ ％）ずつ 「定年退職」10 、





した。その結果 「岡山県」が 人（ ％ 「その、 ）、30 68






















「自動車 「路線バス 「観光バス 「タクシー 「自転」 」 」 」
車 「徒歩 「その他」の７項目から１つ選択してもらっ」 」
た結果、多い順に 「自動車」が 人（ ％ 「自転、 ）、33 75
車」が５人（ ％ 「観光バス」が４人（ ％ 「徒11 9）、 ）、


























「その他」が 人（ ％ 「案内標識（道路標識や看14 34 ）、
板など 」が 人（ ％ 「カーナビ」が５人） ）、13 33















「役に立った 「役に立たなかった 「どちらでもない」」 」
の中から１つ選択してもらった結果 「役に立った」と、
回答した人が 人（ ％ 「役に立たなかった」が８14 38 ）、





役に立った 役に立たなかった どちらでもない 合 計
自動車 13人（41％） ４人（12％） 15人（47％） 32人
自転車 １人（20％） ４人（80％） ０人（０％） ５人
合 計 14人（38％） ８人（22％） 15人（40％） 37人
アンケート調査より作成．
図 の①付近の案内標識 図 の②付近の案内標識写真７ 写真８11 11
図 の③付近の案内標識 図 の④付近の案内標識写真９ 写真11 1110







いう回答は ％であるが 「役に立った」という回答12 、


















い」と回答した人が 人（ ％ 「いいえ」が 人41 80 10）、
（ ％）となり、役に立っていると考える人が多数を20
占めた（図は省略 。観光客への調査結果と比較して、）
地域住民には備中国分寺に至るまでの案内標識は役立っ
ているという意識がある。それは、地域住民には土地勘
があるので、案内標識がいくつかあるという事実を知っ
ていても、日頃から案内標識をあまり意識していないた
め、備中国分寺への道筋を示す案内標識の存在について
はなおざりにしているからであろう。
は、備中国分寺周辺で撮影した案内標識写真７～ 10
である。撮影場所については を参照されたい。こ図 11
水田　智也　ら／観光客と地域住民からみた岡山県総社市備中国分寺の景観と観光
31
